


























（1）  Christopher Dean （1971）, p. 1.
（2）  Ibid., p. 1. 
（3）  J.A. Burrow （1965）, pp. 71-7； David Mills （1968）, pp. 612-21参照。 特に Burrowの「誘惑の場面」のある第
3部の描写が「ロマンスのそれよりはむしろファブリオーのそれに近い」（p. 75）と評した議論が後の研究に与
えた影響は計り知れない。
（4）  Bernard S. Levy （1965）, pp. 93-8; Donald R. Howard （1966）, pp. 230-6; V.J. Scattergood （1981）, p. 354参照。
（5）  Larry D. Benson （1965）, p. 44; W.R. J. Barron （1980）, pp. 48-9参照。
（6）  Ad Putter （1995）, pp. 100-48.
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の成立は15世紀初頭とされており（7）， Tractatus, or Speculum artis bene moriendiとArs 
moriendi の名で知られる挿絵のついた縮約版とがある（8）。15世紀後半になると，活版印刷
術の恩恵を受けてヨーロッパ中で出版されている（9）。イングランドにおいてはラテン語原
典からの翻訳The Boke of the Craft of Dying の収録された複数の写本が現存しているほ
かに（10），1490年以降William Caxton, Richard Pynson, Wynkyn de Wordeらによって印刷，
出版が繰り返されている。特にWorde が出版した2つの版 （1497年版・1506年版）は，そ
れぞれ木版画による2つの挿絵によって視覚的にも読者に訴えている。1497年版には，13












章は死を前にした人々が受ける質問，いわゆる “Anselm Questions”（11）についてである。 
すべての質問は「はい」もしくは「いいえ」で答えることができ，その形式は連祷 “litany” 
に類似している。たとえば “art þou glad þat þou schalt dey in [þe] ferth of Crist?”（pp. 
412-13）という質問から始まり， “Knowest þou well þat þou hast not do so well as þou 
schuldist haue do?” （p.413）, “Repentis þou þe þerof?”（p. 413）などと複数の質問が矢継
ぎ早に投げかけられ，臨終を迎えようとする人はすべての質問に対して常に「はい」と答
えるように指導される。そして最後の質問で改めて信仰の重要性を理解しているかを問わ
れる。“Belevist þou fully þat Crist dyed for the & þat þou maist neuer be saued but by 
the merite of Cristis passion, and þankist þerof god with þin hert as much as þou canst 




（7）  Mary Catherine O’Conner （1942）はこの手引書がConstance公会議 （1414-18） において成立したと考えてい
る（p. 54）。Nancy Lee Beaty （1970）もこの点については同意している（p. 2）。
（8）  Beaty, p. 2. 
（9）  木間瀬精三（1974）はこの手引書を「15世紀初頭のベストセラー」と評して，多くの人々に読まれた一因を印
刷術の発明と時間的に合致したことに求めている（p. 39）。
（10）  Yorkshire Writers （1896）,  pp. 406-420. AM からの引用は以降この版による。
（11）  これは質問の前半部分がAnselm of Canterburyの著作に拠っているためである。また後半部分については，









But alas þer ben full few not only amonge seculers but also in dyuerse 
religiouse, þat haue þe kunnynge of þis craft & will be nyʒh and assist to 
hem þat ben in poynt of dethe … namely whan þai þat ben in dyinge wolden 







引用した “þer ben full few”という表現は裏を返せば，この手引書に記された知識を有し
指導すべき立場の人々がいたことを示唆している。
本論において重要となる主題は第2章で扱われる悪魔の誘惑である。Mary Catherine 
O’Conner （1942）は，悪魔の誘惑について書かれた第2章が中世の人々にとって “high 
spot”であると考えられていたと断言している（13）。また，Nancy Lee Beaty （1970）は “the 




察は注目に値する。Duffyは木版画の挿絵のついたAM を例にあげ，死の床を “the centre 
of an epic struggle for the soul of the Christian”（16）と評している。死を迎える人が横たわ
る寝台こそが臨終のときを迎える人に降りかかる誘惑という事態の中心なのである。
3
SGGK と15世紀に流布した死の手引書との関連は Takami Matsuda （2007）によってす
でに指摘されている。しかし，Matsuda の論考は両者を関連させた最初の研究ではない。
（12）  Beatyはいわゆる ‘ars moriendi’という文学伝統が15世紀以前には存在しないと分析している（p. 1）。
（13）  O’Conner, p. 27. 
（14）  Beaty, p. 5. 
（15）  Swanson , p. 225. 
（16）  Duffy, p. 317. 
─136─




SGGK と AM の類似性に初めて言及したMatsudaの主張は，これまでにない誘惑の場面
に関する解釈の可能性を示した点において画期的である。しかしMatsudaの議論の本質は





Not only the repeated temptations by the lady at Gawain’s bedside resemble 
the structure of the ars moriendi  and the standard iconography of its 
woodcut illustrations, but Gawain going to confession immediately after a 
series of temptations is also parallel to the sequence of the ars  moriendi  that 

















（17）  P.J.C. Field （1971）もGawainの聴罪司祭への「赦しの秘跡」は有効であると見なすべきだと主張している（pp. 
260-1）。 
（18）  Morgan, p. 2参照。
（19）  Morgan, p. 13.
















“Þaʒ I were burde bryʒtest,” þe burde in  mynde hade,
“Þe lasse luf in  his lode for lur þat he soʒt, || boute hone;
Þe dunte þat schulde hym deue,
& nedeʒ hit most be done;”  （ll. 1283-7）（22）
これまでの校訂者は，1284行目 “lur”について “loss, disaster, sorrow”といった曖昧な語
彙を当ててきた。これに対して，Middle English Dictionary （以下MED）は “destruction, 
death”という（23），より明確に主人公の死を意識させる意味を与えている。この日より3
日後にはGawainの首もまた緑の騎士によって切り落とされる。彼の死は火を見るより
明らかであり，MED の解釈はより自然である。Ad Putter （1995）はこの描写について
Chrétien de TroyesのLe Chevalier de la charrette においてLancelotを誘惑した城の女






（21）  Putter （1995）, p. 244参照。
（22）  この一節は Sir Frederic Madden （1839）の校訂本より引用した。この独白については多様な校訂が施され，
さまざまな解釈が提唱されている。緑の礼拝堂を求める理由や緑の騎士との首切りの取り決めに関して奥方




ないからである。Putter （1996）, pp. 79-82参照。
（23）  MED , sv. “lire,” n .1 3. （a）.




Þus hym frayned þat fre and fondet hym ofte,
For to haf wonnen hym to woʒe, what so scho þoʒt ellez; （ll. 1549-50）（25）
Putter は 1549 行 目 “frayned…and fondet” を 同 義 的 に 使 用 さ れ て い る と 指 摘 し（26），
Malcolm Andrew and Ronald Waldron （2007）も散文訳のなかで同様の解釈を示してい
る。これに対してMED は，2つの動詞の意味を明確に区別している。動詞 “frayned” には 
“ask, request” などという意味があり（27），動詞 “fondet”は “put to the test, tempt”などの
意味を持つ（28）。どちらも古英語以来意味の変化はない。このように等位接続詞によって2




例もある。事実Pearl  149行目には列挙型の “stote and stare”が用いられている。この前
後には主人公が夢のなかで異界に降り立った様子が描かれ，それまで詳述された主人公の
行動をわずか二語で総括し「立ち止まる」という行為と「見る」という行為を時間的な前後






さらに重要な点が1550行目 “to haf wonnen hym to woʒe”に関する解釈である。長く
SGGK の校訂本の決定版としての地位を占めている Norman Davis （1967）版は “woʒe” 
を動詞 “woo”と解釈している一方で，Andrew and Waldronをはじめとした多くの校訂
本はこれを名詞 “wrong, harm, sin”などと解釈している。また，MED は名詞 “wough”を
“opposition to God’s will, sin”と定義している（31）。Davisの解釈にしたがえば，一連の描写
は単なる誘惑にすぎない。しかし， Andrew and Waldronの解釈にしたがえば，一連の描
写はロマンスに見られるような誘惑ではないことが見えてくる。奥方の真の意図がどのよ
うなものであったにせよ，その目的はGawainに罪を犯させることである。語り手が意図
（25）  一節はMalcolm Andrew and Ronald Waldron （2007）の校訂本より引用した。以下本作品の引用はすべてこ
の版によるものとする。
（26）  Putter （1995）, p. 104.
（27）  MED , sv. “frainen,” v .
（28）  MED , sv. “fōnden,” v . 1. また2つ目の語義として “To subject （a person） to trial by tempting him with sin; 
to tempt to evil.”という意味を与えられている。
（29）  Inna Koskenniemi （1968）, pp.11-12, 90-6参照。
（30）  Dean, p. 7参照。















Hit were a juel for þe jopardé þat hym jugged were:
When he acheued to þe chapel his chek for to fech,












の騎士はGawainには “lewté” （l. 2366）が欠けていたから傷を負うことになったのだと告
げる。これに対してGawainは自分の過ちを次のように分析している。
For care of þy knokke, cowardyse me taʒt
To acorde me with couetyse, my kynde to forsake:
Þat is larges and lewté, þat longez to knyʒtez....’ （ll. 2379-81）
（32）  The Quest of the Holy Grail （1969）,  pp. 124-9. 
（33）  Burrow, p. 96; Dean, p. 5.
（34）  Dean, p. 5; Stephen Manning （1964; rpt. 1968）, p. 288.
（35）  Dean, p. 5; Morgan, p. 8 参照。
（36）  Yorkshire Writer,  p. 412. 
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Gawainによれば， “cowarddyse”が “couetyse”に従うよう唆したために “lewté”を放棄し




ある。The Parson’s Tale によれば，「生への執着」という感情やそれに基づく行動はこの
「貪欲」という罪ではない（39）。それにもかかわらず，Philippe Ariès （1981）はこの5番目の
誘惑の対象である “avarita”が示す意味のなかには「生への執着」も含まれていると主張し
ている（40）。またDavid Farley Hills （1963）は “avarita”という語が経済的な富に対する欲だ
けでなく，それ以外のものへの欲望を意味する神学的解釈が長く存在していたことを示し
て，アウグスティヌスの神学的立場からすれば「神以上に自らを愛することも “cupiditas”
という罪である」（41）と指摘している。特筆すべきはAM もまた “seld it is seyne þat any 
seculer & carnall man or relygiouse man [other] dispose hym-selfe to deth…hopynge 
þat he schall escape þe deth—& þat is [þe] most perlous þinge & most inconuenient þat 








“[W]e ought to take oure deth whan god will wilfully & gladly without any 
gruchchynge or contradiccion, … þouʒe þe lewd sensualite & the freelte of 
oure flessh naturally gruch or stryue þere-aʒence;” （408）（44）
死に対して抗おうとする態度が自然であることを認めながらも，神の意志に従い死を受
（37）  Allen, p. 190. 
（38）  St. Thomas Aquinas, The  Summa Theologica  （1998） （以下ST）, I. ii. q. 84. art. 1. 
（39）  ll. 739-45. The Parson’s Tale からの引用はすべてLarry D. Bensonの校訂本によるものとする。
（40）  Ariès , p. 130. 
（41）  Hills, p. 129. Saint Augustine, Book XIV, Chapter 28; ST , I. ii. q. 77, art. 4参照。
（42）  AM 第5章の冒頭にも類似した内容が書かれている（pp. 415-6）。
（43）  SGGK においては「死」や「死の恐怖」を「誘惑の場面」以外でも強調されている。Judith S. Neaman （1976）は
SGGK を特徴づけるキリスト教の祝日—「主の割礼祭 （1月1日）」と「死者の日 （11月2日）」—に注目して，
その日に唱えられるミサが「死」や「悔悛」，「聖母マリアのとりつぎ」を強調するもので，14世紀当時の読者に
は身近なものであったろうと主張している （p. 33）。
（44）  「神の意思に従い，死を受け入れるべきだ」という趣旨の記述はAM のなかで繰り返されている。 "[H]e schuld 
take his deth & suffer it paciently, conformynge & committynge fully his wyll vnto goddis will…"（p. 407）; 









い。一方で「悔い改め」や「痛悔」 “repentaunce & contricion”が殊更に強調されている点に
ついては考察する必要があろう。The Parson’s Tale の冒頭では，「悔悛」 “penitence”につ
いて述べられている。悔悛とは何か，何が悔悛へと導くのか，どのように悔悛すべきなの
か，そして最後に悔悛が霊魂にもたらす利益についての説明が続く。悔悛とはAM におい









Bot in syngne of my surfet I schal se hit ofte,
When I ride in renoun remorde to myseluen
Þe faut and þe fayntyse of þe flesche crabbed,
How tender hit is to entyse teches of fylþe.
And þus, quen pryde schal me pryk for prowes of armes,
Þe loke to þis luf-lace schal leþe my hert. （ll. 2433-38）
緑の騎士との約束を果たしたあとに描かれるGawainの姿は，教区司祭が “contricioun is 
the verray sorwe … .And this sorwe shal been in this manere, as weyth Seint Bernard: 
‘It shal been hevy, and grievous, and ful sharp and poinaunt in herte’’ （ll. 129-130）と語る
ように，真の意味で悔悛した者の姿そのものである。さらにCamelotに帰還したGawainは，
（45）  ST , II. ii. q. 125, art. 4. 参照。
（46）  Allen, p. 186; Matsuda, p. 503参照。
（47）  ST . II. ii. q. 125, art. 3. 参照。
（48）  Robert W. Ackerman （1958）, pp. 257-63; Leonard E. Boyle, O.P. （1985）, p. 31参照。
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してしまった罪を「悔い改め」そして「痛悔」している。Sir Gawain and the Green Knight
とArs moriendi に通底する悔悛の重要性という主題は，両者が同じ死生観を共有してい
ることを示す何よりの証拠である。
